
 

 

 

 

 

 

 

 
 

校長 神林康之 

 

入学式・始業式で、大切にしたいことを３つ話しました。  

 

１つ目は、「少しのがまん」で、思いやりを持とう  ということです。  

 

「少しのがまん」とは、「つらいことでも、少々がまんしよう」ではありません。  

逆に、つらいことはがまんせずに、周りの先生や友達に相談しましょう。  

では、何を「少しがまん」するのか。  

意地悪な気持ちや言葉を「少しのがまん」でストップするのです。 

人は誰でも、人をうらやんだり、何かいやだな、と思ってしまう時があります。  

そんな時に、ふと意地悪な気持ちや言葉が出てきます。  

しかし、それを「ちょっとがまんすること」は苦しくないはず。 

「人に意地悪なことを言えないなんて、つらい…」と苦しむのはおかしいです。  

これは「少しのがまん」で、とめられるのです。  

とめると、傷つく人がいなくなり、そこには安心した空間が生まれるのです。  

 

２つ目は、校歌を元気よく歌うことです。  

昨年一年で取り戻した校歌の歌声を捨ててしまわず、大切にしてほしいのです。  

 

３つ目は 

小さくていいから、新たな挑戦をしてみることです。  

今年初めての試みとして、左近山特別支援学校との交流行事を始めます。  

まず、９月２０日(水)の放課後に、特別支援学校にお花を植えに行きます。  

これは、今まで美化委員が、毎年自分たちの学校でしていたことを、そのまま  

歩いて 10 分の支援学校で出かけて実施するものです。興味あったら美化委員へ。  

次に、１１月１日(水)の朝、特別支援学校に行って、歌を披露してくること。  

これは、その前日１０月３１ (火)の合唱コンクールで金賞をとった各学年の金賞  

受賞クラスが、次の日の朝、金賞受賞曲を特別支援学校の児童生徒に聴かせます。  

どちらも本当に短時間の取組ですし、小さな一歩です。  

でも、確かに前に踏み出す一歩だと思っています。やってみましょう。  

 

新学期は、誰もが期待と不安を胸に宿すときです。  

まず、みんなが安心して学校生活を送るために、「少しのがまん」をしましょう。  

次に、校歌を元気よく歌いましょう。  

そして、小さな挑戦をしていきましょう。  

今年度もよろしくお願いします。  

令和５年４月２５日  

横浜市立左近山中学校  

校長   神林  康之  
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さまざまな方々のご協力のもと、無事に入学式を終えることができました。 

とても元気で初々しい１年生に出会えて、１学年所属の職員もこれからの学校生活

に期待を膨らませています。子どもたちが様々な場面で活躍できるように私たちも可

能な限りサポートしていきます。今後とも中学校での活動にご理解とご協力をよろし

くお願いします。                   １学年主任 太田 聖一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新入生あいさつ】  

 

 あたたかな春の訪れとともに、私たち１１２人の新入生は、無事に左近山中

学校の入学式を迎えることができました。  

 本日は、このようなすばらしい式を開いていただき誠にありがとうございま

す。先月までランドセルを背負ってそれぞれの小学校に通っていた私たちは、

今日からこの新しい制服を着て通学をすることで、左近山中学校の一員となっ

たことを実感しています。  

 これからは、小学生の時よりも勉強内容が難しくなり、今まで無かった定期

テストもあり、不安を感じています。しかし、それ以上に楽しみな事もたくさ

んあります。それは、体育祭、文化祭などの学校行事や部活動、新しい仲間と

の出会いです。その中でも、私は合唱コンクールを楽しみにしています。私は、

歌を歌うことが大好きですが、これまで、コロナの影響で思うように歌うこと

ができませんでした。私は、合唱コンクールで仲間とお互いに違いを認め合い

ながらも協力して、みんなでひとつの曲を完成させ、思い切り歌いたいと思っ

ています。 

 そして、学校での活動を一生懸命に取り組んでいる先輩方を見習って一日一

日を大切に過ごし、努力していきたいと思っています。  

 まだ、私たち新入生は、右も左も分からない状況です。どうか、先生方、上

級生の皆様、保護者の皆様、しっかりした左近山中学校の生徒として、努力し

ていきますので、あたたかい目で見守っていただき、ご指導くださいますよう

にお願い申し上げます。  

 

令和５年４月７日 新入生代表誓いの言葉  



【学校におけるセクシャル・ハラスメント相談窓口】    

校内担当者 〈生徒指導専任教諭〉大川 聡 

〈養護教諭〉門澤 久美子 

左近山中学校  ０４５－３５１－７７１２  

※教育総合相談センターの一般教育相談も、セクシャル・ハラスメント相談窓口

として利用できます。  

電話番号：０４５－６２４―９４１４  

月～金 ９時～１７時 （祝日・年末年始を除く）  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

左近山中学校の昼食は、次のいずれかの方法で、用意していただいています。  

○予約注文しておく中学校給食    

○持参弁当 

○登校途中にコンビニ等で購入した昼食  

○学校で当日の朝注文する「からあげ大ちゃん」の弁当   

 ※職員室前に置いてある封筒に、弁当代（ 500 円、大盛り 550 円）を入れ、 

ポストへ入れてください。  

いつでもご相談ください 

生徒指導専任教諭（専任） 

大川 聡 

学校司書  谷口 道子 

スクールカウンセラー  

水谷 正志 

学校図書館より 

生徒一人ひとりが安全に安心して

生き生きと学校生活が送れるように

支援します。また、学校と地域の方々

をつなげる窓口を務めます。  

 図書館の中は、生徒の皆さんが読みたい本や調べたい本などがわかりやすく

整理されています。昼休みなど、たくさんの生徒の皆さんの来館をお待ちして

います。 

生徒の皆さんや保護者の方からの  

相談を受け付けています。  

来校日 毎週金曜日  

場所  南棟 2 階相談室 

申込み 担任・専任・養護教諭に  

お話しください。 

直通電話での申込み、電話相談も 

ＯＫです。 

直通 351-7940（金曜日のみつながります）  


